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看護技術の実施レベルを高めることを可能にする授業の構成要件

一学生の主体的な学びの観点から-

滝島紀子II 井上まゆみ1)

要旨

本研究の目的は、学生の主体的な学びによって看護技術の実施レベルを高めることを可能

にする授業の構成要件を明らかにすることである。

その結果、構成要件としては「原理・原則の理解、原理・原則の活用の徹底JI仕掛けの

目的の明確化JI自由な学習環境の設定JI手順を重視しない演習JI要点を絞ったレジュメ

の活用JIメタ認知の活用JI自己効力感の活用J1<教えすぎない方法>を用いた学習支援」

が明らかになった。また、この構成要件を受けて看護技術の実施レベルを高めることを可能

にする授業の構成概念も明らかになった。

さらには、今回明らかになった授業の構成要件を学生に活用するさいには、<学生の実態

にあった仕掛け>となるよう仕掛けの最適化を図っていく必要性も示唆された。
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I はじめに
昨今、新人看護師の看護実践能力の低下が問題視

されるようになり、看護基礎教育においては、学生

の看護技術の実施レベルを高めるための授業設計が

課題となっている。

ここで、現段階におけるこの課題に対する授業の

取り組みを文献でみてみると、学生の主体的な看護

技術の演習方法が学生にもたらした学習効果や感情

の変化1)、自ら学ぶ学習への取り組み方や技術を学

び取る力を養うことを目指した看護技術教育2)、自

ら考えて看護技術を実践できることを目標としたグ

ループ学習の取り組み 3)など、学生の主体的な学

びという観点を取り入れたものが多い。しかし、い

ずれの文献においても学生の主体的な学ぴによって

看護技術の実施レベルを高めるための授業をどのよ

うに設計したのかについては明らかになっていると

は言い難い。そこで、今回は、筆者が今まで行って

きた主体的な学びという観点での授業の工夫を手が

かりに、学生の主体的な学びという観点から看護技

術の実施レベルを高めることを可能にすると思われ

1)川崎市立看護短期大学

る授業を設計して実践した。その結果、学生の主体

的な学びによって看護技術の実施レベルを高めるこ

とを可能にする授業の構成要件が明らかになったた

め、ここに報告する。

E 研究目的
学生の主体的な学びによって看護技術の実施レベ

ルを高めることを可能にする授業の構成要件を明ら

かにする。

田研究方法
1 対象 :A看護短期大学看護学科2年生76名

2 時期:平成22年4月8日(木)-6月24日(木)

3 科目概要科目名:看護方法N(診療に伴う技

術)

概要:対象が安全で効果的な診療体験の援助を受け

るための看護の役割と援助方法を学ぶ。

単元:以下の<対象>に対する看護の役割と援助方

法 ※は看護技術

1 )臨床検査を受ける対象(静脈血採血) 2)薬物

療法を受ける対象(皮肉注射・度下注射・筋肉注射、

静脈内注射・点滴静脈内注射、輸血) 3)酸素療法
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を受ける対象(酸素ボンベの取り扱い・吸入法) 4) 
吸入を行う対象(吸入法) 5)吸引を行う対象(一

時的吸引法) 6)導尿を行う対象(一時的導尿法・

持続的導尿法)

4 科目のねらい

く講義において>1)診療に伴う各々の看護技術

の概念の理解 2)看護技術を実施するさいの原理・

原則、留意事項の理解 3)看護技術を実施するさ

いの原理・原則に基づいた一般的な方法の理解く演

習において>1)診療に伴う各々の看護技術の概念

を理解したうえでの原理・原則に基づいた確実な技

術の実施 2)診療に伴う各々の看護技術の実施レ

ベルを高めるための主体的な取り組み

5 科目構成とねらい

科目構成:単元の授業と総合演習

ねらい:1)単元の授業において:(1)各々の単

元の看護技術について技術の概念を理解したうえで

原理・原則に基づいて確実に実施できる (2)技術

の実施レベルを高めるための取り組みが主体的にで

きる 2)総合演習において:各々の単元の授業で

習得した技術の実施レベルにおける不十分な点に自

分で気づき、気づいた不十分な点を十分なものにす

るための方法を自分で考え、技術の実施レベルを主

体的に高めていくことができる。

6 授業内容と仕掛け

1)各々の単元の授業において

く講義において>講義目標:技術の概念の理解と

技術の実施に必要な原理的な知識の定着を図る。技

術を実施するさいの原理・原則に基づいた一般的な

方法がイメージできる。

講義内容と仕掛け:

講義内容:(1)技術の概念 (2)技術を実施す

るさいの原理・原則 (3)技術を実施するさいの留

意事項 (4)技術を実施するさいの原理・原則に基

づいた一般的な方法

仕掛け:(1)技術の概念において:技術の習得

へ向けての意欲を高める目的で技術を確実に実施で

きたとき・できなかったときの対象に及ぼす影響

を強調する。特にできなかったときの影響を強調

し、技術を確実に実施できることの重要性が実感で

きるようにする。 (2)技術を実施するさいの原理・

原則において:演習では、原理・原則に基づいて主

体的に考えながら技術練習ができることを目的に原

理・原則に基づいて行う理由(根拠)を強調し、技

術を実施するさいの原理・原則が根拠とともに十分

つ山
内
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にわかるようにする。また、根拠とともに原理・原

則がわからない場合は、技術の実施におけるコツを

つかむための工夫や対象にあった方法での技術の提

供はできないことを強調する。 (3)技術を実施す

るさいの留意事項において:演習では、留意事項を

考慮して主体的に考えながら技術練習ができること

を目的に留意事項を考慮する理由(根拠)を強調し、

技術を実施するさいの留意事項が根拠とともに十分

にわかるようにする。また、根拠とともに留意事項

がわからない場合は、安全で効果的な看護援助の提

供はできないことを強調する。 (4)技術を実施す

るさいの原理・原則に基づいた一般的な方法におい

て:(1) (2) (3) を受けて、主体的に考えなが

ら技術練習ができることを目的に技術の実施におけ

る一連のプロセスを構成する 1つひとつの手技に対

する原理・原則や留意事項を再度、根拠とともに強

調し、技術を実施するさいは原理・原則や留意事項

を踏まえる重要性がわかるようにする。また、考え

ながら技術練習ができるよう技術を実施するさい

の手順は強調しない。(5) その他くミニテストの

実施>技術の実施に必要な原理的な知識の定着を図

る目的で、毎回、技術を実施するさいの原理・原則、

留意事項に関する自由記述形式のテストを行う。テ

スト形式を自由記述にする理由は、自分の言葉で書

くという知的活動によって技術の実施に必要な原理

的な知識の定着を図るためである。採点は、テスト

終了直後に答案用紙を学生同士で交換し、設問に対

する教員の解説を受けて学生同士で行う。その理由

は、教員の解説を聴き、解答の妥当性を判断すると

いう知的活動によって、技術の実施に必要な原理的

な知識の定着を強化するためである。(答案用紙の

回収後、教員は解答の記述内容や採点の妥当性から

学生の技術の実施に必要な原理的な知識の定着度を

確認し、定着度が低い場合は、次回の授業で説明す

る)。またテストの点数は学期末試験の一部になる

ことを伝え、テストに向けての真剣な学習によって

技術の実施に必要な原理的な知識の定着の強化を図

る。く要点を記載したレジュメの作成>レジ、ユメの

他に参考書をみるよう促すことで要点についての理

解を深められるようにし、技術の実施に必要な原理

的な知識の定着の強化を図る。

く演習において>演習目標:(1)グループメンバ一

同士で技術を実施するうえでの原理・原則や留意事

項の確認が根拠に基づいてできる (2)グループメ

ンバ一同士で技術を実施するうえでの lつひとつの



手技の確認が根拠に基づいてできる (3)原理・原

則や留意事項を踏まえ、技術の確実な実施ができる

(4) (1) - (3) を踏まえ、技術の確実な実施に

おける自分なりの工夫ができる (5) (1) - (4) 

によって、技術を実施するうえでの不十分な点に自

分で気づき、気づいた不十分な点を十分なものにす

るための方法を自分で考え、この考えを受けて技術

を確実に実施できる。

演習内容と仕掛け:

演習内容:(1)技術を実施するさいの原理・原

則に基づいた一般的な方法でのデモンストレーショ

ン (2)教員によるグループごとの技術チェック

(3 )グループ演習(教員2名)

仕掛け:(1)技術を実施するさいの原理・原則

に基づいた一般的な方法でのデモンストレーション

において:グループ演習のさいにグループメンバ一

同士で根拠に基づいた原理・原則や留意事項・ lつ

ひとつの手技の根拠・実施における手技などの相互

確認ができることを目的に技術の実施における一連

のプロセスを構成する 1つひとつの手技に対する原

理・原則や留意事項の根拠を明確にしてデモンスト

レーションを行う。また、技術を実施するうえでの

コツがある場合はコツを伝え、コツをつかむ工夫が

できるようにする。さらには、考えながら技術練習

ができるよう手順は強調しない。 (2)教員による

グループごとの技術チェック:原理・原則に基づい

てできているか否かを確認する目的で適時、手技の

確認を行う。(3)グループ演習においてくグルー

プ学習が促進されやすいレイアウトの工夫>他のグ

ループの演習状況を目にすることで各々のグループ

が演習に意欲的に取り組むことができるようにする

こと、また教員が全グループの演習状況を把握でき

るようにすることを目的に図 1のようにする。<グ

ループメンバーに対する周知事項>認知活動を伴わ

ずに繰り返し技術練習を行っても確実な実施はでき

ないことを強調し、①どうしたらうまくできるよう

になるかを考えながら行う ②原理・原則や留意事

項の根拠、 lつひとつの手技の根拠、手技などを確

認し合いながら行うことを伝える。く個人に対する

周知事項〉①原理・原則や留意事項を踏まえた技術

の実施が確実にできるという自分なりの確信が得ら

れるまで繰り返し練習を行う。自分で確実にできて

いるか否かがわからない場合は、グループメンバー

や教員に訊く ②原理・原則や留意事項を踏まえた

技術を実施するさいのコツをつかめるよう工夫しな

qδ 
ワ白

図1 演習時のレイアウト
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がら自分が納得するまで繰り返し練習を行う ③技

術を実施するうえでのコツをつかんだら、そのコツ

を伝え合う。く教員の学生への働きかけ>①技術の

習得に対する意欲を高める目的で上手にできていれ

ば、その都度知らせる ②主体的に考えながら演習

を行えるようある程度できていれば敢えてかかわら

ず、グループメンバ一同士での演習の取り組みを

見守る ③うまくできない場合、うまくできるた

めの方法を自分で見いだすことを目的に、その状

況を引き起こしている要因を学生とともに探求し、

できるようになるための方法を一緒に考える。ま

たは、グループ内でうまくできている学生とその

状況を引き起こしている要因を探求し、できるよ

うになるための方法を考えるよう促す。 (4) その

他:主体的に考えながら演習を行えば、技術の実施

レベルを高めることができるという自己効力感や達

成感をもって演習を終えることを目的に、演習終了

10 -15分前に各グループに技術の習得度と技術練

習に対する満足度を口頭で訊き、最後の10-15分

でさらに技術の実施レベルをあげることを目指して、

仕上げの練習を行うよう促す。演習終了時は、技術

の習得ができていることを全員に伝える。

2)総合演習において

演習目標:現段階における技術を実施するうえでの

不十分な点に自分で気づき、気づいた不十分な点を

十分なものにする方法を自分で考え、実施し、技術

の実施レベルを高める。

演習の段取り:(1)学んだばかりの技術の実施に

おける不十分な点に<自分で>気づくことは困難で



あろうと推察し、<グループで>不十分な点に気づ

くようにした。その方法として、各グループに演習

計画(表1)を提示した。提示のさいは、 f2Jで

は特にどんなところをどのような理由で演習したい

のか、 f3Jでは f2Jを達成するためにどのよう

なことを行うのか、 f4Jでは f2Jを達成するう

えでの必要時間はどのくらいか をグループで十

分に検討するよう促した。 (2)演習計画の回収後、

教員は記述内容を確認し、総合演習で必要になる物

品を準備するとともに、各グループから出された同

一技術項目の総数、ならびに技術項目の演習に要す

る時聞から各グループの演習項目に対する演習の順

番を調整した(提出された演習計画例を表2に示す)。

演習内容と仕掛け:

演習内容:グループ演習(教員 2名)

仕掛け:(1)ク.ルー70メンバーに対する周知事

項:①演習項目に対する演習の順番を踏まえ、自分

たちの演習計画にそって主体的に考えながら演習す

る②どうしたらうまくできるようになるのかを考え

ながら行う③原理・原則や留意事項の根拠、 lつひ

とつの手技の根拠、手技などを確認し合いながら行

う (2)個人に対する周知事項:①原理・原則や留

意事項を踏まえた技術の実施が確実にできるという

確信が得られるまで繰り返し練習を行う②原理・原

則や留意事項を踏まえた技術の実施におけるコツを

つかめるよう工夫しながら自分が納得するまで繰り

返し練習を行う③技術を実施するうえでのコツをつ

かんだら、そのコツを伝え合う (3)教員の学生へ

の働きかけ:①技術の習得に対する意欲を高める目

的で上手にできているところ・上手にできるように

なったところは、その都度知らせる②主体的に考え

ながら演習を行えるよう敢えてかかわらずグループ

メンバー同士での演習の取り組みを見守る③うまく

できない場合、うまくできるための方法を自分で見

いだすことを目的に、その状況を引き起こしている

要因をグループ内でうまくできている学生と探求し、

できるようになるための方法を考えるよう促す。ま

たは、その状況を引き起こしている要因を学生とと

もに探求し、できるようになるための方法を一緒に

考える。

7 看護技術の実施レベルの調査方法

質問紙による調査(単元「臨床検査を受ける対象

に対する看護の役割と援助方法看護技術:静脈血

採血Jの授業終了直後と総合演習終了直後に行った。

調査では、学生の自己評価による看護技術の実施に

影響を及ぼす知識の定着状況と技術の習得状況をみ

た)

「看護技術習得J演習計画 グループ:

1.演習したい技術項目

2.特にどんなことを演習したいのか

3. この課題を達成するための演習方法

4.演習に要する時間

1.演習したい技術項目

2.特にどんなことを演習したいのか

3. この課題を達成するための演習方法

4.演習に要する時間

1.演習したい技術項目

2.特にどんなことを演習したいのか

3. この課題を達成するための演習方法

4.演習に要する時間

1 .演習したい技術項目

2.特にどんなことを演習したいのか

3. この課題を達成するための演習方法

4.演習に要する時間

表 1 r看護技術習得」演習計画

-24-



1.演習したい技術項目 演習順番 ① 番

「看護技術習得」演習計画

演習順番 ④ 番

グループ:

点滴

2.特にどんなことを演習したいのか

・一連の流れ(輸液の作成の仕方)

1.演習したい技術項目

注射

2.特にどんなことを演習したいのか

.アンプルから薬液を引く

・注射器の接続

3. この課題を達成するための演習方法

・資料の再確認・グループ内で資料を用いて確認しあう I3. この課題を達成するための演習方法

・再確認しながらの実践 | ・繰り返しの練習

4.演習に要する時間 I 4.演習に要する時間

40分 40分

1.演習したい技術項目

吸引

演習順番③ 番 演習順番 ② 番

2.特にどんなことを演習したいのか

-粘膜損傷のおそれなくカテーテルを入れる

• 1 5秒以内に正確に吸引する"

3. この課題を達成するための演習方法

.手技の確認・資料を用いて確認しあう

4.演習に要する時間

20分

1.演習したい技術項目

採血

2. 4寺にどんなことをi寅習したいのか

・採血を行う際の一連の流れ(駆血帯、針の刺し方など)

・成功率を 100%にする

-静脈の感覚・位置などの確認"

3. この課題を達成するための演習方法

-モデルを使用して採血の一連の流れを確認する

.何度も繰り返し手技を身につける

4.演習に要する時間

60分

表2 r看護技術習得」演習計画

く単元の授業終了直後の調査項目>

1)静脈血採血を行うさいに必要となる知識はど

の程度、身についたと思うか (rかなり身につ

いたJrほぼ身についたJrあまり身につかなかっ

たJの3段階での回答)

2) 1)で「かなり身についたJrほほ身についた」

と回答した人には知識を身につけるうえで効果

的だ、ったと思う授業内容。1)で「あまり身に

つかなかった」と回答した人には知識を身につ

けるうえでの授業に対する要望(自由記述形式)

3)静脈血採血の技術はどの程度、身についたと

思うか (rかなり身についたJrほほ身についた」

「あまり身につかなかったJの3段階での回答)

4) 3)で「かなり身についたJrほぼ身につい

た」と回答した人には技術を身につけるうえで

効果的だ、ったと思う授業内容・授業に対する要

望。 3)で「あまり身につかなかったJと回答

した人には技術を身につけるうえでの授業に対

する要望(自由記述形式)

く総合演習終了直後の調査項目>

1)看護技術の実施レベルを高める上で、今回の

演習は有益だったと思うか。

(1)<知識面で>・・・技術の実施に必要な知

識の定着を図る上で (2) <技術面で>・・・

技術の実施レベルを高める上で(それぞれに

おいて 1 rとても役立つたJrかなり役立つ

たJrあまり役立たなかった」の 3段階での

回答)

2)看護技術を実施するさいに必要となる知識の

定着を図るうえで効果的だ、ったこと・技術の実

F
h
d
 

円

L



施レベルを高めるうえで効果的だったこと(自

由記述形式)

8 データ分析の方法

<単元の授業終了直後の調査項目>:静脈血採血

の知識の定着度や技術の習得状況についての回答は、

3段階の回答別に単純集計し、割合をみた。また、

静脈血採血の知識や技術を身につけるうえで効果的

だった授業内容やより技術を身につけるための授業

に対する要望については、 KJ法を用いて技術の実

施レベルを高めたと考える要因を明らかにした。

<総合演習終了直後の調査項目>:看護技術の実

施レベルを高めるうえでの演習の有益度については、

3段階の回答別に単純集計し、割合をみた。また技

術を実施するさいに必要となる知識の定着を図るう

えで、また看護技術の実施レベルを高めるために効

果的だったことについては、 KJ法を用いて技術の

実施レベルを高めたと考える要因を明らかにした。

また、明らかになった要因と仕掛けの関係から看護

技術の実施レベルを高めることを可能にする授業の

構成要件を明らかにした。

9 倫理的配慮:授業(演習)終了後、調査の目的

を口頭と書面で説明し、全員に調査紙を配布した。

調査への協力が可の場合は記入後に指定された場所

に提出するようにし、調査紙の提出をもって研究へ

の同意と判断した。調査紙は無記名とし、個人が特

定されないよう配慮した。また、学生の易被害性を

排除し、自己決定の権利を保障するため、調査紙の

配布後は学生全員が退室するまで教員は別室で待機

した。

W 結果および考察
1 看護技術の実施レベルの調査結果

く単元の授業終了直後の調査>回答数73名 (96%)。

静脈血採血を行うさいに必要となる知識の定着度は、

「かなり身についたJ40人、「ほぼ身についたJ33 

人、「あまり身につかなかったJ0人であった。知

識を身につけるうえで効果的だったと思う授業内

容(表3)では、「手技の根拠がわかる授業JIミニ

テストJI反復的な授業の進め方JIわかりやすいレ

ジ、ユメJI技術の実施に伴う危険の認識」、知識を身

につけるうえでの授業に対する要望(表4)では、

「授業時間の拡大」が挙げられていた。また、静脈

血採血の技術の定着度は、「かなり身についたJ35 

人、「ほぼ身についたJ37人、「あまり身につかなかっ

たJ1人であった。技術を身につけるうえで効果的
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だったと思う授業内容(表5)では、「採血用人体

モデルでの繰り返しの練習JI学生同士での学習JI根

拠が明確なデモンストレーションJI教員によるチ

ェックJI演習時の指導方法JI集中できる演習環境」、

技術を身につけるうえでの授業に対する要望(表6)

では、「実際の人に行う回数を多くしてほしいJI真
空管採血をもう少し行いたいJI採血用人体モデル

をリアリテイのあるものにしてほしいJI採血用人

体モデルの数を増やしてほしいJI練習時聞がもう

少しあるとよい」が挙げられていた。

く総合演習終了直後の調査>回答数73名 (96%)。

技術の実施に必要な知識の定着を図る上で「とても

役だったJ64名、「かなり役だ、ったJ9名、「あまり

役だたなかったJ0名、技術の実施レベルを高める

上で「とても役だったJ67名、「かなり役だった」

6名、「あまり役だたなかったJ0名であった。知

識の定着を図るうえで効果的だったこと、看護技術

のレベルを高めるうえで効果的だったこと(表7)

では、「繰り返しの練習ができたことJI主体的にで

きたことJI自分のペースでできたことJI学生同士

での学びができたことJI採血の手技の確認が改め

てできたことJIあいまいなことは先生に確認した

こと」、その他として「自信がついたことJI技術が

向上したこと」が挙げられていた。

2 学生の主体的な学びによって看護技術の実施レ

ベルを高めるうえでの仕掛けの有効性

学生の主体的な学びによって看護技術の実施レベ

ルを高めるという観点から意図的な仕掛けのもとで

行った授業の有効性をみてみる。知識の定着度では

「かなり身についたJIほぽ身についたJ100%、技

術の定着度では「かなり身についたJIほぽ身につ

いたJ99%、総合演習における知識の定着を図るう

えでの有効度では「とても有効だったJ83%、技術

の実施レベルを高めるうえでの有効度では「とても

有効だったJ86%、総合演習後に「自信がついたJI技

術が向上したJ47%であった。これらの結果を総合

的にみた場合、今回の仕掛けは看護技術の実施レベ

ルを高めるうえで有効であったと推察される。

3 看護技術の実施レベルを高めた要因と仕掛けの

関係からみた看護技術の実施レベルを高めること

を可能にする授業の要件

1)知識の定着における要因と仕掛けの関係からみ

た授業の要件

「手技の根拠がわかる授業J:この要因は、「基礎

的な知識・技術だけは全員に共通的に習得させてお



表3 知識を身につける上で効果的だったと思う

授業内容 (人)

手技の根拠がわかる綬業

ミニテスト

反復的な綬業の進め方

わかりやすいレジュメ

技術の実施に伴う危険の認識

表4 知識を身につけるうえでの授業に対する要望

(人)

|授業時間の拡大 3 

表5 技術を身につける上で効果的だったと思う

授業内容 (人)

採血用人体モデルでの繰り返しの練習 66 
学生同士での学習 27 

根拠が明確なデモンストレーション 18 

教員による技術チェック 20 

演習時の指導方法 10 

集中できる演習環境 3 

表6 技術を身につけるうえでの捜業に対する要望

(人)

実際の人に行う回数を多くしてほしい

真空管採血をもう少し行いたい

採血用人体モデルをリアリティのあるものにしてほしい

採血用人体モデルの数を増やしてほしい

演習時聞がもう少しあるとよい

表7 総合演習で看護技術を実施するさいに必要と

なる知識の定着を図るうえで効果的だったこ

と、看護技術のレベルを高めるうえで効果的

だったこと (人)

繰り返しの練習ができたこと 23 

主体的にできたこと 5 
自分のベースでできたこと 8 

学生同士での学びができたこと 28 

採血の手技の確認が改めてできたこと 19 

あいまいなことは先生に確認したこと 2 

その他(・自信がついたこと ・技術が向上したこと) 34 

くべきであるJ4) といわれているように、技術を

実施するうえでの原理・原則、留意事項が根拠とと

もにわからなければ主体的な学びによって看護技術

の実施レベルを高めていくことは困難になると考え、

<技術を実施するさいに必要となる原理・原則、留

意事項を根拠とともに十分にわかるようにした>と

いう仕掛けが有効であったと思われる。この仕掛け

においては<十分にわかるようにする>ことが重要

であり、そのためには、<原理・原則、留意事項と

その根拠>の完全習得を目指して繰り返し伝えて

いくことが大切になる。「ミニテストJ:この要因

は、くその>技術の習得にあたって必要となる知識

(特に原理・原則、留意事項とその根拠)がなけれ

ば、単なる手JII買の習得に終わってしまう可能性が高
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いと考え、その技術の原理・原則、留意事項に関す

る知識の完全習得を目指し、毎回、技術の原理・原則、

留意事項に関するテストを行うという仕掛けが有効

であったと思われる。この仕掛けにおいては、「メ

タ認知的モニタリングとは、認知状況をモニターす

ることである。たとえば、ここが理解できていない

といった認知についての気づき、なんとなくわかっ

ているといった認知についての感覚J5) といわれ

ている認知活動によって、原理・原則、留意事項と

その根拠の定着状況を自分で確認できることが重要

になる。そこで、テストにおいては以下の工夫をし

た。①テストを「知識だけでなく、理解力などの諸

能力が総合的に測定できるJ6) といわれている自

由記述形式にすることであり、設問に対することが

らを想起し、想起した内容を自分の言葉で書くとい

う高度な知的活動を行うことで知識の定着を図るよ

うにした。② i(完全習得を目指すためには)単元

目標に対応した小テストやワークシートを与えてや

らせる。その後で正しい回答や望ましい回答につい

て教師が説明し、学習者1人ひとりがそれを踏まえ

て自らの回答を自己採点するJ7)といわれている

方法を取り入れ、学生同士で採点を行うようにし、

設問に対する教員の解説を受けて学生が他者の記述

内容の妥当性を判断するという高度な知的活動を行

うことで知識の定着を図るようにした。③テストの

範聞を<この科目で今まで学んだことすべて>とす

ることで今までの学びを繰り返し確認するよう学生

に促すことで知識の定着を図るようにした。このテ

ストは形成評価であり、形成評価は「学習者にとっ

ては、学習の途上で評価を行うことによって、自分

の学習の様子をモニターでき、学習計画を修正した

り改善したりすることに役立つJ8 )といわれている。

また、テストの終了後直ちに解説を行ったがこのこ

とについては、「学習行動からその結果を知らされ

るまでの時間が長くなると、強化子が正であれ負で

あれ、その効果は薄れてしまう。できるだけ課題の

直後にフィードパックを行うべきであるJ9) とい

われていることから、テストの終了後直ちに解説す

ることも知識の定着を図るうえでは大切になる。「反

復的な授業の進め方J:この要因は、 l回だけの説

明では知識の定着は困難で、あるため重要な知識の説

明は複数回必要と考え、知識の確認を何度も行うと

いう仕掛けが有効であったと思われる。この仕掛け

においては<重要となる知識>の確認が重要で、あり、

この知識についての定着度はテストなど何らかの方



法で確認することが大切になる。そして、知識の定

着が芳しくないときは、メタ認知を活用して知識の

定着を図っていく必要がある。「わかりやすいレジュ

メJ:この要因は、「あれもこれも、手当たりしだい

わからせようとする授業というのは、その教材の学

習で何がほんとうに大切なのか、かえってわからな

くしてしまう J10) f<教授内容は)系統的な構造の

中において必要不可欠なもの、多くの事象をそれに

よって適切に代表できるものといった基準によって、

最小限のものが精選されなくてはならないJ11) と

いわれているように、単元に関して最低限わかって

いる必要のある内容に絞ってレジュメを作成したと

いう仕掛けが有効であったと思われる。この仕掛け

においては、学生が工夫を重ねながら主体的に技術

の実施レベルを高めていくことを可能にする原理的

な知識を記したレジ、ユメにしていくことが大切にな

る。また、レジュメには要点のみが記載されている

ため、レジュメの他に参考書をみて自分でさらに学

習を深めていくよう促すことで原理的な知識の定着

が図れるようにしていくことも大切になる。「技術

の実施にともなう危険の認識J:この要因は、技術

の概念の説明を行うさいに、技術の習得へ向けての

意欲を高めることを目的に技術を確実に実施できな

かったときの対象に及ぼす悪影響を強調したが、こ

の悪影響の強調という仕掛けが有効であったと思わ

れる。この仕掛けにおいては、技術を確実に実施で

きなかったときの対象に及ぼす影響がわかることで

学習に取り組む姿勢が消極的になるのではなく、確

実な技術の習得へ向けて積極的に学習に取り組むこ

とができるようにしていくことが大切になる。

2)技術の定着における要因と仕掛けの関係からみ

た授業の要件

「採血用人体モデルでの繰り返しの練習J:この

要因は、グループ演習における<個人に対する周知

事項>を強調して伝える、認知活動を伴わず繰り返

し技術練習を行っても確実な実施はできないことを

強調して伝えるという仕掛けが有効であったと思わ

れる。この仕掛けにおいては、認知活動を伴った原

理・原則、留意事項を踏まえた演習を強調し、原理・

原則、留意事項を踏まえて工夫しながら主体的に行

う繰り返しの練習によって技術の実施レベルが高ま

るようにしていくことが大切になる。このような繰

り返しの練習については、 fHubertとStuartのい

うコツと、 Bennerのいう経験は、経験を積んで培

われ、何度も繰り返し行うことによって習得され
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るJ12)といわれている。このことより、原理・原則、

留意事項を意識した繰り返しの練習によって、しだ

いにコツをつかむことができ、看護技術の実施レ

ベルが高まっていくものと思われる。 f学生同士で

の学習J:この要因は、グループ演習における<グ

ループメンバーに対する周知事項>を強調して伝え

る、認知活動を伴わず繰り返し技術練習を行っても

確実な実施はできないことを強調して伝えるという

仕掛けが有効であったと思われる。この仕掛けにお

いては、「実施段階中のフィードパックは、正しい

行動を強化し、失敗をただすのに欠かせない。達成

度を分析し、すぐにフィードパックするのには、仲

間グループが役に立つJ13)、「仲間と学び合い、教

え合うことによって、学びは深まるJ14) といわれ

ているように、学生同士で確認し合ったり、教え

合ったりするなかで、技術の実施における原理・原

則、留意事項とその根拠についての知識を再確認で

き、再確認できた知識を活用した繰り返しの練習を

行うことによって技術の実施レベルが高まるように

していくことが大切になる。また、「自分の発言し

たことが仲間の関心をひきつけた、自分のやったこ

とが友達の役に立ち感謝されたという学校教育場面

でのこのような体験は、自己の存在意義を実感させ、

効力感を形成するのに大きく寄与するといえよう」

15) といわれているように、自分のアドバイスによっ

て他者の実施レベルがあがることを実感することに

よって自己効力感が高まり、さらなる技術の習得へ

向けての意欲が高まるようにしていくことが大切に

なる。「根拠が明確なデモンストレーションJ:この

要因は、デモンストレーションにおいて<講義での

原理・原則、留意事項に関する説明を受けて、デモ

ンストレーション時に技術の一連のプロセスにおけ

る1つひとつの手技に対してさらに原理・原則、留

意事項とその根拠を丁寧に説明していく>という仕

掛けが有効であったと思われる。この仕掛けにおい

ては、デモンストレーションを受けてグループメン

バー同士で演習をおこなうさいに、原理・原則・留

意事項や lつひとつの手技を確認し合いながらの演

習が可能になるようにしていくことが大切になる。

また、学生の技術習得においては、講義を受けての

繰り返しの練習に加え、教員が主観的に獲得したコ

ツを学生に伝えていくことが重要になるが、コツを

伝えるさいは、<これはコツの lつであるため、各

自で探究してほしい>旨を伝え、学生が熟練した技

術の習得へとつなげていくことができるようにする



ことが重要になる。この仕掛けにおいて最も重要な

ことは、デモンストレーションにおいて手順の強調

は控えることである。その理由は、手順を強調した

場合は、「これまでの看護技術の教授方法は、講義

にて知識を伝授し、教員が技術のデモンストレー

ションを行い、学生が技術を実践してみるという時

間を可能な限り確保することに重点を置いてきた。

しかし実際は学習すべき技術の習得過程が単に見

て実践してみるというレベルにとどまり、学生の記

憶として残らないことが多いJ16) といわれている

ように認知活動を伴わない手順の習得に終わってし

まう可能性が高く、学生の主体的な学びによって看

護技術の実施レぺルを高めていくことは困難にな

るからである。「教員によるグループごとの技術チ

ェックJ:この要因は、学生同士の確認に盲点があ

る可能性があるため、適宜グループごとに原理・原

則、留意事項を踏まえてできているか否かの確認を

行うという仕掛けが有効であったと思われる。この

仕掛けにおいては、「看護技術の修得は、教えられ

たやり方を覚えることではない。知識に基づき、技

術の必要性や根拠を理解して活用できる自分の技を

身につけることが必要であるJ17)といわれている

ようにデモンストレーションで行ったようにできて

いるか否かの確認ではなく、原理・原則、留意事項

を踏まえてできているか否かの確認を行うことが大

切になる。なぜならば、デモンストレーションで行っ

たようにできているか否かの確認は、技術の実施に

おける思考を剥奪し、画一的な手技の習得に終わっ

てしまう可能性が高いからである。「演習時の指導

方法J:この要因は、<教員の学生への働きかけ>

にあるくかかわらないかかわり方>という仕掛けが

有効であったと思われる。この仕掛けにおいては、

「教師は、学生がそれぞれの段階を達成したときに

は、肯定的な合図を送ったり、励ましたりする以外

は、黙っているべきである。とかく教師は、学生の

手をとって教えたくなるものだが、学生が自分の力

でなし遂げることが大切であるから、これは避けな

ければならないJ18) といわれているように、学生

同士での学習内容や学習ペースを尊重して積極的な

かかわりは控え、学生が教員の指導を必要としてい

るときのみかかわることが大切になる。学習ベース

の保証については、「自己ペース学習は、期待され

る能力の習得に非常に有効であるJ19) といわれて

いる。また、学生同士での技術の習得における意欲

が高まるよう望ましい行為に対しては、是認してい
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くことが大切になる。このことについては、「自分

の達成度を評価する規準をもたない初学者には、そ

れぞれの段階を終えたとき、フィードパックが必要

であるJ20) I習得したということを繰り返し証明さ

れることは、生徒に適切な努力を継続させ、その

教科に対して興味を持たせる強力な強化となるJ21) 

といわれている。「集中できる演習環境J:この要因

は、 1グループ3-4名であるため広い空間に点在

するレイアウトでは落ち着かず、演習に集中できな

いのではないか、グループが適度に接近しているこ

とで他のグループの演習状況がよくわかり、他のグ

ループが行っている効果的と思われる方法を自分た

ちも取り入れることができるのではないか、他のグ

ループの熱心さに触発されて自分たちのグループの

学習意欲が高まるのではないかと考えたことによる

レイアウトの工夫という仕掛けが有効で、あったと思

われる。

4 学生の主体的な学びによって看護技術の実施レ

ベルを高めることを可能にする授業の構成要件

知識や技術の定着における要因と仕掛けの関係か

ら明らかになった授業の要件から、学生の主体的な

学びによって看護技術の実施レベルを高めることを

可能にする授業の構成要件について述べる。どんな

授業にも共通する不可欠な要件は、原理・原則の徹

底、<教えすぎない方法>を用いた学習支援である。

これ以外の要件は、「仕掛けの目的の明確化J(何の

ための仕掛けかを明確にし、目的が達成される仕掛

けを考える)、「自由な学習環境の設定J(技術練習

に集中できる、学生のベースと方法で主体的に学習

できる、学習意欲が高まる仕掛けを考える)、「手順

を重視しない演習J(デモンストレーション通りに

できることを目的とするのではなく、原理・原則を

踏まえて考えながらできる仕掛けを考える)、「メタ

認知の活用J(メタ認知を十分に活用し、学生同士

で教え合い・確認し合い、工夫しながらできる仕

掛けを考える)、「自己効力感の活用J(是認される、

他の学生の役に立っているという体験によって自己

効力感がもてる仕掛けを考える)、「要点を絞ったレ

ジ、ユメの活用J(レジュメに関する知識を他の参考

書で深めたくなる仕掛けを考える)である。以上の

ような<学生の主体的な学びによって看護技術の実

施レベル高めることを可能にする授業の構成要件に

基づき仕掛けを行うさいは、学生の実態を把握し、

学生の実態にあう最適な仕掛けにしていく必要があ

る。学生の主体的な学びによって看護技術の実施レ



ベルを高めることを可能にする授業の構成概念を図

2に示す。

V 結論
学生の主体的な学ぴによって看護技術の実施レベ

ルを高めることを可能にする授業の構成要件として

は、以下のことが明らかになった。

1原理 ・原則の理解、原理 ・原則の活用の徹底

2<教えすぎない方法>を用いた学習支援 3仕掛

けの目的の明確化 4自由な学習環境の設定 5手

順を重視しない演習 6メタ認知の活用 7自己効

力感の活用 8要点を絞ったレジュメの活用

VI おわりに
今回は、学生の主体的な学びによって看護技術の

実施レベルを高めることを可能にする授業の構成要

件を明らかにした。今後は、今回明らかになった構

成要件の適用可能性を検証し、構成要件の普遍性を

検討していきたいと考える。

<教えすぎない方法>を用いた学習支援

原理原買IJの理解

講義

仕掛けの目的の明確化 | 

自由な学習環境の設定 | 

手順を重視しない演習 | 

要点を絞ったレジュメの活用|

メタ認知の活用

自己効力感の活用

授業

原理原買IJの活用

演習

図2 学生の主体的な学びによ って看護技術の実施レベルを高めるための授業の構成概念
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Constituent Features of a Lesson That Enables Improvement of 
Nursing Technique Implementation Level 

From the perspective of students' proactive learning 

Noriko T AKISHIMA， Mayumi INOUE 

Abstract 

The aim of this study is to define the constituent features of a lesson that enables 

improvement of the nursing technique implementation level through students' proactive 

learning. 

Results of the study show that the constituent features are “to understand thoroughly 

the principles and theories，"冗odefine the aims of the mechanism，" to set up an 

environment for open learning，"、 practicethat does not emphasize on sequence，"可o

create a resume that focuses on key points，"“practical use of metacognition，"冗ocultivate 

self-efficacy" and "learning support that incorporates the approach of 'never teach too 

much'" . In addition， the constituent concept of a lesson that enables improvement of the 

implementation level of nursing technique was also defined proactive learning. 

Furthermore， when the constituent features of the lesson defined this time are actually 

applied to students， it is suggested that there is a need to try and further optimize the 

mechanism in order to achieve a “mechanism that considers the actual condition of 

students 

Keywords 

Constituent features of a lesson， Nursing technique education， Proactive learning， 

Teaching method 
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